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ご
挨
拶 

令
和
の
年
も
明
け
、
寒
さ
の
来
な
い
冬
を
迎
え
て
、
と
て

も
不
思
議
な
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

二
〇
二
〇
年
は
華
や
か
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
“燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
”と
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
が
目
白
押
し
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
目
に

見
え
な
い
脅
威
に
世
界
中
が
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

私
共
の
活
動
の
全
て
の
計
画
も
、
延
期
又
は
中
止
と
い
う

状
況
に
あ
り
、
先
の
見
え
な
い
も
ど
か
し
い
日
々
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
思
え
ば
、
神
が
自
分
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
の

が
人
間
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
万
能
の
神
の
如
く
、
世

界
中
の
人
々
の
叡
智
を
結
集
し
て
、こ
の
難
題
を
解
決
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

私
達
は
一
人
一
人
に
出
来
る
こ
と
を
確
実
に
気
を
引
き

締
め
て
行
い
、こ
の
脅
威
と
の
戦
い
に
終
止
符
を
打
ち
、
一

刻
も
早
く
元
の
平
穏
な
日
常
が
取
り
戻
せ
よ
う
に
力
を

合
わ
せ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

私
共
は
心
か
ら
皆
様
方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
す
る
ば
か

り
で
す
。 

皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾 

理
事
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今
井
俊
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長島町造形美術展 

 
西之表月窓亭の   
アプローチ 

ひっとべ！ 種子島２泊３日ツアーに挑戦 

令和２年１１月４日（水）～６日（金）「種子島の奥深い歴史と宇宙に一番近い場所を訪ねる」 

行程 

11/4(水) 鹿児島港～(高速船)～西之表港＝＝鉄砲館＝＝月窓亭＝＝赤尾木城跡＝＝御拝塔墓地・栖林寺＝

＝味処井元(昼食)＝＝築島＝＝慈遠寺跡＝＝ヘゴ自生群落地＝＝種子島鋏製作所＝＝ホテル 

11/5(木) ホテル＝＝広田遺跡＝＝千座の岩屋＝＝美の吉(昼食)＝＝赤米館＝＝花峰小＝＝門倉岬＝＝ 

     八作（夕食）＝＝ホテル 

11/6(金) ホテル＝＝トンミー市場＝＝宇宙科学技術館・宇宙センター＝＝種子島ゴルフ(昼食)＝＝西之表港 

     ～(高速船)～鹿児島港 

宿泊は、種子島いわさきホテル連泊  食事 ２朝食（ホテル）,３昼食(レストラン),２夕食(1ホテル１料理店) 

会費 ５９,０００円(但し１室１名利用１１,０００円追加)  募集人員２４名限定 

企画     NPO法人かごしま新発見伝塾 

旅行企画実施 鹿児島交通観光(株) 

＊見どころ満載です。充分な下見をして、吟味の上、観て頂きたい所を選びました。  

 詳細は 090-6425-7035 又は  090-2966-2119  かごしま新発見伝塾 今井まで 

鹿児島県はおもしろい 

鹿児島県はたのしい 

鹿児島県はおいしい 

鹿児島県はあたたかい 

   そして 

鹿児島県は不思議のくに 
 

http://www.kagoshima-/
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シ
リ
ー
ズ
「
さ
つ
ま
の
女
性
」
其
の
㈤ 

時
代
を
超
え
て
今
に
生
き
る 

～
島
津
日
新
斎
の
母
・
常
盤
～ 

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
伊
作
亀
丸
城
で
一
人
の
男
児

が
誕
生
し
た
。
後
に
「
島
津
家
中
興
の
祖
」
と
称
せ
ら
れ

る
忠
良
日
新
斎
で
あ
る
。
（
同
じ
年
、
イ
タ
リ
ア
人
探
検

家
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
中
米
サ
ン
・
サ
ル
バ
ド
ル
に
上
陸
。
ア

メ
リ
カ
大
陸
発
見
者
と
刻
ま
れ
た
。） 

父
は
伊
作
島
津
家
善
久
。
母
は
日
向
を
守
る
新
納
是
久
の

娘
常
盤
で
あ
る
。
菊
の
花
が
咲
く
時
期
に
生
ま
れ
た
の
で
、

菊
三
郎
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

十
五
世
紀
の
頃
は
室
町
時
代
の
戦
乱
を
引
き
ず
り
、
下
克

上
の
時
代
を
迎
え
、
全
国
的
に
も
戦
の
絶
え
な
い
日
々
で

あ
っ
た
が
、
薩
摩
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。 

日
向
に
は
強
力
な
伊
東
氏
が
島
津
氏
に
取
っ
て
代
わ
ろ

う
と
チ
ャ
ン
ス
を
伺
っ
て
い
た
中
で
、
島
津
宗
家
の
十
代

立
久
は
伊
東
氏
に
備
え
る
為
、
伊
作
島
津
家
八
代
久
逸

（
菊
三
郎
の
祖
父
）・
善
久
親
子
を
日
向
櫛
間
に
置
き
、

新
納
忠
続
を
補
佐
し
て
伊
東
氏
を
牽
制
し
て
い
た
。
そ
し

て
善
久
は
新
納
是
久
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
娘
常
盤
と
結

婚
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
こ
れ
が
戦
乱
の
世
の
習
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

や
が
て
久
逸
・
善
久
親
子
と
新
納
家
が
対
立
し
、
島
津
本

家
か
ら
久
逸
親
子
に
伊
作
へ
の
帰
城
命
令
が
出
さ
れ
。
善

久
は
常
盤
と
離
縁
し
、
帰
国
し
ょ
う
と
す
る
。 

と
こ
ろ
が
常
盤
は
一
度
結
婚
し
た
ら
死
ぬ
ま
で
離
縁
は

し
な
い
。
と
強
固
に
主
張
し
て
、
善
久
に
連
れ
添
い
伊
作

に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
菊
三
郎
出
生
に
は
常
盤
の
強

い
意
志
が
あ
っ
た
の
だ
。 

菊
三
郎
が
三
才
に
な
っ
た
時
、
父
善
久
が
馬
丁
と
口
論
し
、

撲
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
九
才
の
時
、
祖
父
久
逸
も
薩
州
島

津
家
と
の
加
世
田
の
戦
い
で
討
ち
取
ら
れ
、
後
ろ
盾
を
失

う
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
。 

常
盤
は
桂
庵
玄
樹
（
明
に
七
年
間
留
学
し
、
朱
子
学
を
修

め
て
帰
国
し
、
島
津
十
一
代
忠
昌
の
招
請
を
受
け
、
多
く

の
薩
摩
人
に
朱
子
学
を
教
え
て
い
た
）
に
師
事
し
、
女
性

な
が
ら
学
問
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
才
能
と
美
し

さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
の
が
、
阿
多
を
領
有
す
る
相
州
家
島

津
運
久
で
あ
る
。
運
久
は
未
亡
人
と
な
っ
て
い
た
常
盤
に

再
三
に
亘
り
結
婚
を
申
し
込
む
。
“
そ
こ
ま
で
お
っ
し
ゃ

る
な
ら
菊
三
郎
を
相
州
家
の
跡
取
り
に
し
て
頂
け
る
な

ら
妻
に
な
り
ま
し
ょ
う
”
と
い
う
と
、
運
久
は
約
束
し
よ

う
、
と
い
う
。
そ
こ
で
常
盤
は
運
久
に
念
書
を
書
い
て
も

ら
う
が
、
更
に
、
そ
の
家
臣
達
に
も
書
か
せ
る
と
い
う
念

の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。 

や
が
て
常
盤
は
我
が
子
の
教
育
を
伊
作
海
蔵
院
の
頼
増

和
尚
に
頼
ん
だ
。
頼
増
は
武
士
の
最
も
大
切
な
心
得
と
し

て
、
咄
嗟
の
時
、
如
何
に
冷
静
で
い
ら
れ
る
か
を
学
ば
せ
、

武
芸
と
共
に
学
問
の
大
切
さ
を
説
き
、
菊
三
郎
の
個
性
を

伸
ば
す
よ
う
に
し
た
。 

あ
る
日
の
こ
と
、
菊
三
郎
は
近
所
の
子
供
た
ち
と
い
た
ず

ら
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
見
た
頼
増
和
尚
が
「
こ

ら
～
ッ
」
と
叫
ぶ
と
、
子
供
達
は
我
れ
先
に
逃
げ
出
し
、

逃
げ
遅
れ
た
菊
三
郎
が
追
っ
て
き
た
頼
増
に
「
和
尚
、
草

履
が
な
い
。
草
履
が
な
く
て
は
外
に
出
ら
れ
な
い
。
草
履

を
持
て
」
と
悠
然
と
言
い
放
つ
の
を
聞
い
て
「
さ
す
が

だ
！
よ
く
こ
こ
ま
で
成
長
な
さ
れ
た
」
と
常
盤
に
語
っ
た

と
い
う
。
別
の
日
、
菊
三
郎
が
子
供
達
と
水
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
時
、
使
い
の
者
を
三
回
や
っ
た
が
帰
っ
て

来
ず
、
遂
に
頼
増
自
ら
出
向
い
て
連
れ
帰
り
、
罰
と
し
て

寺
の
柱
に
縛
り
付
け
、
涙
を
流
し
な
が
ら
訓
戒
し
た
。
そ

の
時
の
菊
三
郎
の
泣
き
声
が
峡
谷
を
隔
て
た
城
内
に
聞

こ
え
て
き
た
。
そ
こ
で
常
盤
は
使
い
に
様
子
を
探
ら
せ
る

と
、
菊
三
郎
は
柱
に
縛
ら
れ
、
大
声
で
泣
き
叫
ん
で
い
る

と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
常
盤
は
「
さ
て
も
良
き
師
に
恵

ま
れ
た
。
こ
れ
で
安
心
だ
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。 

（
縛
り
付
け
た
と
い
わ
れ
る
柱
は
伊
作
小
学
校
に
残
さ

れ
て
い
る
） 

そ
の
後
、
常
盤
の
実

家
で
あ
る
櫛
間
に

居
住
し
て
い
た
新

納
一
族
を
伊
作
に

呼
び
寄
せ
、
新
納
友

義
（
常
盤
の
兄
）
、

忠
澄
、
旅
庵
、
忠
元

な
ど
兄
、
甥
達
が
菊

三
郎
を
支
え
、
終
生
変
わ
ら
ぬ
忠
節
を
尽
く
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。 

常
盤
に
は
戦
乱
の
世
に
我
が
子
の
行
く
末
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
る
強
い
意
志
が
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海蔵院跡碑 
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夫
や
義
父
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
い
つ
何
時
、
命
が

脅
か
さ
れ
絶
た
れ
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
を
生
き
抜
い

て
行
く
に
は
、
強
い
精
神
力
と
神
仏
に
対
す
る
信
仰
心
、

あ
ら
ゆ
る
学
問
を
通
し
て
知
る
深
い
洞
察
力
と
判
断
力
、

そ
し
て
人
に
対
す
る
思
い
や
り
な
ど
、
自
分
が
桂
庵
玄
樹

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
我
が
子
に
教
え
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

後
に
、
菊
三
郎
は
忠
良
そ
し
て
、
日
新
斎
と
称
し
て
、
神
・

儒
・
佛
の
教
え
か
ら
人
間
の
道
徳
感
、
倫
理
感
を
説
く
、

「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
を
作
り
、
領
民
達
を
教
え
導
い
て

い
く
。 

常
盤
は
自
分
の
運
命
を
受
け
入
れ
、
運
久
と
再
婚
し
て
相

州
家
を
支
え
、
我
が
子
菊
三
郎
を
伊
作
家
と
相
州
家
の
跡

取
り
と
成
し
立
派
に
育
て
上
げ
た
。 

そ
し
て
運
久
よ
り
早
く
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

大
永
五
年(

一
五
二
五)

十
月
五
日
、
五
十
三
才
？
で
あ
っ

た
。
墓
は
伊
作
島
津
家
の
菩
提
寺
多
宝
寺
に
建
立
さ
れ
、

法
名 

梅
窓
妙
法
大
姉 

と
い
う
。 
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22020年度事業実績 

 今年度は２月、３月の事業をやむなく全て中止に致しました。 

知るを楽しむバス旅 

平成３１年０４月２４日 島津の退き口と薩摩義士治水神社大祭の旅  １９名 

令和０１年０９月２１日 戦国島津家の真髄を探る              ２７名 

令和０１年１０月１９日 戦国島津家の真髄を探る２             ２６名 

令和０１年１１月３０日 出水秘蔵のお宝と甘～いみかん狩り       ４４名 

ガイド事業 

令和０１年４月～３月 JTB大浪漫号西郷のゆかりの地を訪ねて   ７９９名 

知るを楽しむ歴おごじょの街歩き 

平成３１年０４月２１日 第 48回福昌寺、歴代島津家当主に学ぶ    １５名 

令和０１年０５月 ２回 第 49回古地図を片手に天文館から鶴丸城へ ２１名 

令和０１年０９月１９日 第 50回西郷さんの命日を前に城山       １０名 

令和０１年１０月 ２回 第 51回照国神社から幽玄の世界へ       １２名 

令和０１年１１月 ２回 第 52回桜島の知られざる神秘          １４名 

講座「歴史よもやま話」 

平成３１年０４月１８日 古事記（代替わりのこの時に）           ２４名 

令和０１年０５月２３日 戦国島津家四兄弟                  ２６名 

令和０１年０６月２７日 戦国島津家 義弘と宰相夫人           ２４名 

令和０１年０７月２５日 桂庵玄樹                        ２６名 

令和０１年０８月２９日 初代藩主家久と二代藩主光久           ２５名 

令和０１年０９月１２日 霧島神宮とニニギノミコト              ２１名 

令和０１年１０月３１日 江戸時代の薩摩藩主                ２４名 

令和０１年１１月２８日 平等院と萬福寺                   １８名 

令和０１年１２月１２日 近衛家と島津家                   ２２名 

令和０２年０１月２３日 新納忠元と山田昌巌                ２３名 

講演 

令和０２年０１月２３日 JA県信連金融部                  ８０名  

グランドマスター「フィールドワーク」(企画） 

令和０１年１０月２０日  吾平山陵と四十九所神社鏑流馬まつり    ４１名 

    合計                                    １,３４１名

020年度事業実績 

 今年度は２月、３月の事業をやむなく全て中止に追い込まれました。 

知るを楽しむバス旅 

平成３１年０４月２４日 島津の退き口と薩摩義士治水神社大祭の旅  １９名 

事
務
所
移
転
し
ま
し
た 

住
居
兼
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。 

新
し
い
住
所 
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「
島
津
の
退
き
口
と
薩
摩
義
士
治
水
神
社

大
祭
の
旅
」
旅
日
記 

４
月
２
４
日
（
水
）
曇
り
時
々
雨 

 
鹿
児
島
空
港
６
：
３
０
集
合 

今
回
の
ツ
ア
ー
はN

P
O

と
し
て
は
初
め
て
の
県
外
ツ
ア
ー
。
薩
摩
義
士
顕
彰
会
と

の
コ
ラ
ボ
。
関
ヶ
原
と
岐
阜
の
治
水
神
社
春
の
大
祭
に
参

加
し
よ
う
と
い
う
大
胆
な
計
画
。
緊
張
！ 

天
気
が
今
ひ

と
つ
。
で
も
参
加
者
ニ
コ
ニ
コ
、
時
間
通
り
に
集
合
。
総

勢
１
９
名
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
、
い
つ
も
の
顧
客
。
無
事

帰
還
出
来
る
よ
う
！
い
ざ
出
発
。 

伊
丹
空
港
８
：
４
０
到
着
曇
り 

こ
こ
か
ら
参
加
の
一
名

を
加
え
て
、
と
思
っ
た
ら
別
に
出
迎
え
の
方
が
。
大
阪
在

住
の
顕
彰
会
会
員
の
某
氏
。
早
速
集
合
写
真
撮
影
（
帰
り

同
空
港
で
頂
き
ま
し
た
）
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。 

貸
切
バ
ス
に
乗
車
。
最
初
の
立
ち
寄
り
地
彦
根
城
に
向
け

て
出
発
、
京
都
に
近
付
く
と
、
あ
れ
が
京
セ
ラ
か
と
か
、

車
窓
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
て
も
、
空
模
様
が
気
に
な
る
こ

と
で
す
。
彦
根
城
に
着
く
と
、
雨
も
降
ら
ず
思
わ
ず
ラ
ッ

キ
ー
で
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
、
さ
す
が
名
城

よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
天
守
閣
ま
で
登
り
切
っ
た
ら

清
々
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
城
内
を
横
切
り
お
堀
脇

の
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「
近
江
や
」
で
近
江
牛
の
ハ
ン
バ
ー

グ
の
昼
食
、 

 

さ
あ
！
い
ざ
関
ヶ
原
で
す
。 

小
雨
が
。
関
ヶ
原
古
戦
場
で
は
専
門
ガ
イ
ド
さ
ん
２
名
も

つ
い
て
く
れ
て
（
こ
こ
で
は
島
津
の
退
き
口
は
特
別
で
、

ガ
イ
ド
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
）
ま
ず
小
池
の
義
弘

公
陣
地
跡
で
す
。
大
き
な
記
念
碑
が
建
っ
て
お
り
、
ち
ょ

っ
と
誇
ら
し
い
。
バ
ス
に
戻
り
烏
頭
坂
へ
。
井
伊
直
政
、

松
平
忠
吉
勢
を
食
い
止
め
る
た
め
奮
戦
し
た
豊
久
公
を

偲
び
な
が
ら
勝
地
峠
を
横
目
に
瑠
璃
光
寺
へ
（
重
傷
の
豊

久
を
村
人
が
か
く
ま
う
が
自
刃
す
る
。
豊
久
公
を
お
祀
り

し
て
あ
る
）
。
そ
し
て
隣
の
豊
久
公
墓
に
お
参
り
。
さ
ら

に
同
じ
よ
う
に
義
弘
公
の
盾
と
な
っ
た
長
寿
院
盛
淳
公

の
墓
が
あ
る
琳
光
寺
へ
。
地
元
の
方
々
が
手
厚
く
守
っ
て

頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。
地
元
の
特
産
館
に
は
、

特
別
な
土
産
物
「
裏
切
り
の
ス
ナ
ッ
ク
」
と
い
う
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
が
・
・
結
構
キ
ツ
イ
で
す
ね
。 

長
い
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。
岐
阜
羽
島
の
ホ
テ
ル
へ
。 

４
月
２
５
日
（
木
）
曇
り 

８
：
０
０
天
照
寺
（
薩
摩
義
士
の
墓
が
あ
り
。
薩
摩
義
士

資
料
館
あ
り
）
顕
彰
会
島
津
修
久
会
長
と
落
ち
合
う
。
皆

さ
ん
に
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
今
日
一
日
同
行
さ
れ
る
。
平
田

靱
負
屋
形
跡
。
そ
し
て
治
水
神
社
へ
。
全
て
は
顕
彰
会
四

本
紘
氏
の
段
取
り
で
顕
彰
会
の
法
被
を
着
て
、
春
の
例
大

祭
に
は
地
元
の
方
々
の
色
々
な
神
事
が
あ
り
、
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
の
人
出
で
す
。
勿
論
岐
阜
県
薩
摩
義
士
顕
彰
会

主
催
の
式
典
が
あ
り
、
島
津
会
長
を
は
じ
め
、
我
々
に
わ

か
会
員
も
参
列
し
て
、
義
士
の
ご
苦
労
を
偲
び
、
地
元
の

皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
の
お
参
り
で
し
た
。
鹿
児
島
の
顕

彰
祭
も
い
け
ん
か
せ
ん
と
！
と
思
う
こ
と
で
し
た
。
昼
食

を
兼
ね
た
直
会
に
参
加
し
て
、
治
水
タ
ワ
ー
か
ら
濃
尾
平

野
に
延
び
る
木
曾
三
川
を
眺
め
な
が
ら
改
め
て
先
達
の

ご
苦
労
を
想
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
島
津
会
長
と
も

ど
も
桑
名
の
海
蔵
寺
へ
（
平
田
靱
負
他
２
１
義
士
の
墓
が

あ
り
、
今
も
、
法
要
が
な
さ
れ
る
）
。
和
尚
の
説
教
を
頂

き
、
島
津
会
長
に
お
別
れ
し
て
、
一
路
、
養
老
山
脈
を
越

え
、
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
伊
賀
上
野
へ
。
義
弘
公
の
退
き
口

ル
ー
ト
は
諸
説
あ
る
が
、
駒
野―

高
宮―

水
口
（
甲
賀
）

―

信
楽―

伊
賀―

大
和―

住
吉―

堺 

の
ル
ー
ト
を 

想
定
し
て
、
バ
ス
の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
感
じ
取
ろ
う

と
い
う
作
戦
で
し
た
。
こ
の
山
の
中
を
空
腹
、
疲
労
、
敵

を
さ
け
な
が
ら
、
戦
い
な
が
ら
の
逃
避
行
。
想
像
に
余
る

も
の
で
し
た
。
伊
賀
上
野
で
は
忍
者
屋
敷
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
み
て
、
信
楽
・
甲
賀
を
経
由
し
て
京
都
へ
。
色
々

重
な
っ
て
大
渋
滞
と
い
う
こ
と
で
途
中
素
通
り
し
て
、
や

っ
と
京
都
伏
見
の
ホ
テ
ル
到
着
。
超
長
い
一
日
で
し
た
。 

４
月
２
６
日
（
金
）
曇
り 

小
雨
模
様 

９
：
０
０
大
黒
寺
（
別
名
薩
摩
寺
。
西
郷
が
建
立
し
た
寺

田
屋
事
件
に
連
座
し
た
九
烈
士
の
墓
が
あ
る
。
平
田
靱
負

の
墓
も
。
西
郷
と
大
久
保
が
密
議
し
た
部
屋
も
残
っ
て
い

る
）―

伏
見
薩
摩
屋
敷―

寺
田
屋―

萬
福
寺
へ
。 

重
豪
公
が
お
忍
び
で
通
っ
た
と
い
う
精
進
料
理
を
頂
く
。 

重
豪
公
を
は
じ
め
縁
が
あ
っ
た
藩
侯
の
話
を
聞
く
。
そ
し

て
、
島
津
の
荘
の
持
主
で
あ
っ
た
藤
原
頼
道
創
建
の
平
等

院
へ
、
改
装
な
っ
た
鳳
凰
堂
、
満
開
の
藤
棚
な
ど
満
喫
し

て
、
帰
り
の
伊
丹
空
港
へ
。 

１
８
：
０
５
無
事
鹿
児
島
空
港
着 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 
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今
井
征
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海蔵寺で神妙に 

平等院の藤棚 

編
集
責
任
者 

今
井 

征
男 


